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H
ホ ッ ト

OT な 農作物
トウガラシ

な
ぜ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
？

な
ぜ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
？

「
農
業
で
食
べ
ら
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
す
人
吉
市
は
、「
医
食
同

源
ひ
と
よ
し
米
」
や
「
キ
ク
ラ
ゲ
」

な
ど
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
力

を
い
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
ん

な
中
、
な
ぜ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
生
産

に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

ど
ん
な
農
産
物
を
生
産
す
れ

ば
、
単
価
が
安
い
中
国
産
の
農
産

物
と
競
え
る
の
か
を
市
が
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
浮

上
。
他
の
国
産
農
産
物
が
中
国
産

農
産
物
の
10
倍
以
上
の
値
が
す
る

な
か
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
約
２
倍
と

比
較
的
価
格
差
が
小
か
っ
た
。
ま

た
、
原
料
の
産
地
を
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
現
在
、「
国

産
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
欲
し
が

る
企
業
は
多
い
こ
と
、
し
か
も
国

内
に
ト
ン
単
位
で
乾
燥
ト
ウ
ガ
ラ

シ
を
生
産
・
出
荷
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
な
い
こ
と
か
ら
ニ
ー
ズ
は
十

分
と
判
断
し
た
。

　

人
吉
市
が
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
生
産

に
力
を
入
れ
た
の
に
は
ほ
か
に
も

理
由
が
あ
る
。以
前
か
ら
市
で
は
、

夏
場
に
高
温
多
湿
に
な
る
人
吉
球

磨
の
気
候
に
あ
う
耐
暑
性
作
物
を

探
し
て
い
た
。
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
中

南
米
原
産
で
、
暑
さ
に
強
い
作
物

だ
。
そ
こ
で
県
の
農
業
研
究
施
設

で
あ
る
球
磨
農
業
研
究
所
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
「
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
栽

培
は
人
吉
球
磨
の
気
候
に
適
し
て

い
る
」
と
い
う
お
墨
付
き
の
回
答

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
そ

の
辛
い
果
実
の
た
め
、
イ
ノ
シ
シ

や
サ
ル
な
ど
の
鳥
獣
害
を
受
け
に

く
い
、
ほ
か
の
農
産
物
に
比
べ
て

出
荷
ま
で
の
手
間
が
か
か
ら
な

い
、
初
期
投
資
が
あ
ま
り
か
か
ら

な
い
な
ど
利
点
が
多
い
。
こ
う
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
重
な
り
合

っ
て
ト
ウ
ガ
ラ
シ
に
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
の
だ
。

生
産
高
日
本
一
に

生
産
高
日
本
一
に

　

市
は
、
さ
っ
そ
く
平
成
21
年
１

月
か
ら
生
産
者
を
募
集
し
、
栽
培

説
明
会
を
開
催
。
４
月
に
は
市
内

の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
生
産
者
で
つ
く
る

人
吉
市
唐
辛
子
生
産
部
会
を
結
成

し
、
畑
や
球
磨
農
業
研
究
所
な
ど

で
現
地
検
討
会
を
開
く
な
ど
ト
ウ

ガ
ラ
シ
栽
培
に
着
手
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
市
内
の
ト
ウ
ガ

ラ
シ
栽
培
戸
数
は
28
戸
、
１
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
出
荷
量
は
２
・
３

ト
ン
だ
っ
た
。
更
に
、
今
年
度
は

栽
培
戸
数
が
33
戸
、
２
・
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
増
加
。
出
荷
量
は
昨
年

の
３
倍
を
見
込
ん
で
い
る
。
前
述

の
と
お
り
、
全
国
的
に
ト
ン
単
位

で
乾
燥
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
生
産
・
出

荷
し
て
い
る
と
ろ
は
な
い
の
で
、

人
吉
・
球
磨
地
域
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ

生
産
高
は
日
本
一
に
な
る
見
込
み

だ
。

地
域
の
活
性
化
へ

地
域
の
活
性
化
へ

　

現
在
は
、
摘
ん
だ
ト
ウ
ガ
ラ
シ

を
天
日
で
乾
燥
さ
せ
集
荷
場
へ
。

そ
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
状
態
の
良
さ

で
３
ラ
ン
ク
に
選
別
、ホ
ー
ル（
さ

や
の
ま
ま
）
で
出
荷
し
て
い
る
。

こ
の
方
法
だ
と
、
規
格
外
と
し
て

商
品
に
な
ら
な
い
ト
ウ
ガ
ラ
シ
も

多
い
。

　

そ
こ
で
、
今
後
は
こ
の
規
格
外

の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
粉
末
と
し
て
出

荷
す
る
販
路
を
見
つ
け
る
こ
と

で
、
規
格
外
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
付
加

価
値
を
高
め
、
生
産
者
の
収
入
を

少
し
で
も
増
や
し
、
将
来
的
に
は

ト
ウ
ガ
ラ
シ
生
産
者
戸
数
の
倍
増

を
目
指
す
。

　

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
ト
ウ
ガ

ラ
シ
加
工
工
場
を
市
内
に
誘
致

し
、
生
産
・
加
工
・
販
売
を
一
体

化
す
る
こ
と
で
、
生
産
だ
け
で
な

く
加
工
・
販
売
で
も
雇
用
が
生
ま

れ
人
吉
球
磨
を
活
性
化
さ
せ
る
の

が
目
標
だ
。

　

人
吉
球
磨
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
、

今
か
ら
ま
す
ま
す
Ｈ
Ｏ
Ｔ
に
な

る
。

　

ト
ウ
ガ
ラ
シ
で
の
収
入
は
？

　

作
付
け
の
条
件
に
も
よ
る
が
、

１
ア
ー
ル
当
た
り
手
取
り
で
７
〜

８
万
円
に
な
る
と
い
う
。
人
吉
唐

辛
子
生
産
部
会
に
入
会
す
る
と
栽

培
説
明
会
や
現
地
検
討
会
な
ど
の

案
内
が
あ
る
。
随
時
受
け
付
け
し

て
い
る
の
で
興
味
が
あ
る
方
は
市

農
業
振
興
課
（
㉒
２
１
１
１
内
線

５
１
１
１
）
ま
で
。

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
！

そ
ん
な
環
境
を
も
の
と
も
せ

ず
、
市
内
で
は
畑
に
赤
い
実

を
次
々
に
実
ら
せ
る
ト
ウ
ガ

ラ
シ
（
鷹
の
爪
）
の
姿
が
見

ら
れ
た
。

人
吉
球
磨
で
ト
ウ
ガ
ラ
シ

と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
来
な

い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
人
吉
市
が
ト

ウ
ガ
ラ
シ
生
産
に
力
を
入
れ

始
め
た
の
は
昨
年
か
ら
。
そ

の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
生
産
高
が

日
本
一
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
。
今
、
人
吉
の
ト

ウ
ガ
ラ
シ
が
熱
い
！

HOT：[hɑt/hɔt]　形容詞
1　熱い　
2　できた〔出てきた〕ばかりの、ほやほやの、真新しい
5 　（コショウなどで）ぴりっと辛い　
7　熱心な、熱烈な
（三省堂　ニューセンチュリー英和辞典）

人吉市唐辛子生産部会
部会長　西 克博 さん

目
標
は
ブ
ラ
ン
ド
化

目
標
は
ブ
ラ
ン
ド
化

　

全
国
的
に
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
需

要
は
１
万
ト
ン
と
言
わ
れ
る

中
、
国
産
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
生
産

高
は
約
２
０
０
ト
ン
。
ま
だ
ま

だ
国
産
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
伸
び
し

ろ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
高
齢
者
で
も

扱
え
る
農
産
物
。
70
代
で
も
十

分
に
や
れ
ま
す
。
夏
場
の
暑
い

時
期
の
収
穫
は
大
変
で
す
が
、

苗
が
育
っ
て
実
が
赤
く
な
っ
た

時
の
喜
び
は
格
別
で
す
。

　
「
人
吉
球
磨
産
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
消
費
者
が
決
め
る

こ
と
。部
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

「
自
分
が
買
う
立
場
に
な
っ
て

生
産
、選
別
を
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
鷹
の
爪
の
み
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
い

ろ
い
ろ
な
品
種
を
作
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

INTERBIEW

　トウガラシが日本に伝わった
のは、秀吉の朝鮮出兵（1592 ～
98）の時など諸説あり、16世紀
から17世紀にかけて持ち込まれ
たようだ。
　トウガラシの辛みは、主にカプ
サイシンという成分によるもの。
１本のトウガラシは、全体が辛い
訳ではなく、種を支える胎座と呼
ばれるところが最も辛く、実の表
面はほとんど辛みを感じない。ま
た、赤くなる直前の青トウガラシ
が一番辛いと言われている。
　　　　　（参考：大久保増太郎著「日
　　　　　　本の野菜 産地から食卓　
　　　　　　へ」中央新書）

表面は辛くないトウガラシ 特 集
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お
く
ん
ち
祭

獅

灯

傘

復

街

顔

10.3（日）～11（月）

３日の夜に行われた半てんおろ
し。関係者がそれぞれ、そろいの
半てんを身にまとい祭の成功を祈
願。また平成19年から恒例になっ
た灯ろう文字も出現。今年の文字
は「結」。

９日の神幸行列。雨のた
め稚児行列やブラスバン
ドは中止になったが、雨
の中、大人神輿（みこし）
や子ども神輿などが市街
地を練り歩いた。

勢い良く、２匹ずつ計８匹の獅子舞が拝殿から
飛び出す。この獅子に頭をかんでもらうと一年
間無事に過ごせるという。

平安時代から58代に渡り
青井阿蘇神社の大宮司を世
襲した青井家が所有してい
た旧大宮司屋敷が文化苑と
して復活。一般観覧も可。

「おくんちまつりの日は晴れ」というイメージを
もつほど久し振りの雨。沿道には傘の花が開いた。

恐ろしい顔をした
獅子舞が通るとい
ろんな顔が現れ
る。泣く子どもに、
笑顔のお母さん。
昔から変わらない
なんだかホッとす
る光景。

Photo Report
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　10月１日から人吉市民の足となる新しい市内路線バスが運行を開始しました。市内公共交通網整備の検討
を進めていくために新たに４路線が１日３往復運行（曜日運行）されます。
　利便性向上のために安全な場所であれば手を上げて乗り降りできるフリー乗降区間も設定されています。買
い物や通院など市民の皆さんでご利用いただき、ご意見、ご感想をお聞かせください。

運　行　日 路線名 路　　　　　　線 バス停数

平日
火・金曜日運行
各路線１日３便
（往復）

大柿線
人吉産交 総合病院 ニシムタ 中原団地 中神町馬場 大柿
涼水戸温泉 ３２

小柿線
人吉産交 総合病院 おおがスイミング 矢黒 永野入口 西
瀬団地 小柿公民館 ２３

平日
月・木曜日運行
各路線１日３便
（往復）

七地線
人吉産交→新町→浪床公民館→下十文字→七地公民館→上十
文字→浪床公民館→新町→人吉産交 １８

上原田線
人吉産交 総合病院 上瓦屋町 田中医院前 西門 嵯峨里
牛塚 菖蒲 馬草野 ３２

問合せ　市企画課交流推進係（☎２２‒２１１１内線２２２１）
　　　　産交バス人吉営業所（☎２２－５２０５）

新しい市内路線バス 10月１日運行スタート！

第39回  特別合同講演会

台頭する超大国中国に
どう向き合うか！

～中国経済と日本経済の関係～

問合せ　人吉商工会議所（☎２２‒３１０１）

日　時／ 11月15日（月）午後１時30分～午後３時
場　所／アンジェリーク平安
入場料／無料
※人吉商工会議所で整理券を配布しています。

加
か と う

藤  千
ち ひ ろ

洋 氏
同 志 社 大 学 大 学 院

グローバル・スタディーズ研究科教授

プロフィール
1947年生まれ。東京都出身。
1972年朝日新聞社に入社。北京特派員、AERA編集
部記者、論説委員、アジア総局長（バンコク）、中国
総局長（北京）、外報部長、編集委員を歴任。
2004年から2008年10月までテレビ朝日「報道ステー
ション」のコメンテーターを務める。

講
師

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

の
健
全
性
を
確
認
す
る
た

め
の
モ
ノ
サ
シ
と
し
て
「
健
全
化

判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足
比
率
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
例
え
る
と
、
家
計
を

や
り
く
り
し
て
い
く
た
め
の
日
々

の
生
活
の
収
入
と
支
出
の
状
況
や

借
金
と
貯
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
比
率

化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
に
お
け
る
本

市
の
状
況
は
、
前
年
度
に
引
き
続

き
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足

比
率
と
も
に
、「
黄
信
号
」
で
あ

る
早
期
健
全
化
基
準
な
ど
を
大
き

く
下
回
り
、
お
お
む
ね
健
全
な
状

態
で
す
。
し
か
し
、
今
後
も
財
政

状
況
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
平
成
21
年
度
の
健
全
化

判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
本
市

の
財
政
状
況
が
ど
の
水
準
に
あ
る

か
を
示
す
も
の
で
、「
実
質
赤
字

比
率
」「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」「
実

質
公
債
費
比
率
」「
将
来
負
担
比

率
」
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
数
値
が
一
定
値
（
早
期
健
全

化
基
準
（
黄
信
号
）
や
財
政
再
生

基
準
（
赤
信
号
））
を
上
回
る
と
、

「
財
政
状
態
が
健
全
で
は
な
い
」

と
判
断
さ
れ
、
健
全
化
に
向
け
た

計
画
の
作
成
な
ど
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
。

　
「
実
質
赤
字
比
率
」
は
一
般
会

計
な
ど
に
赤
字
額
が
あ
る
場
合
の

赤
字
の
程
度
を
表
す
も
の
で
す
。

　
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は
一

般
会
計
な
ど
に
、
特
別
会
計
と
公

営
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
市
全
体

で
赤
字
額
が
あ
る
場
合
の
赤
字
の

程
度
を
表
す
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
比
率
が
表
れ
た
場
合
は
深
刻

な
財
政
状
況
で
す
。
本
市
の
平
成

21
年
度
決
算
は
全
会
計
と
も
赤
字

額
が
な
い
た
め
両
比
率
と
も
数
値

は
出
て
お
ら
ず
問
題
な
い
状
況
で

す
。

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
借

入
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ
る

も
の
の
額
が
財
政
規
模
に
対
し
て

ど
れ
く
ら
い
か
を
表
し
た
も
の
で

す
。
本
市
は
11
・
４
％
で
早
期
健

全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
る
と
と

も
に
、
平
成
20
年
度
よ
り
0.6
減
少

し
、
健
全
な
状
況
と
言
え
ま
す
。

　
「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
借
入

金
の
返
済
額
な
ど
、
市
が
将
来
負

担
す
る
負
債
が
財
政
規
模
に
対
し

て
ど
れ
く
ら
い
か
を
表
す
も
の
で

す
。
本
市
は
77
・
８
％
で
平
成
20

年
度
か
ら
10
・
６
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
数
値
は
早
期
健
全
化
基

準
を
大
き
く
下
回
り
、
現
時
点
で

は
健
全
な
状
態
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
借
入
金
に
頼
っ

た
事
業
を
拡
大
さ
せ
る
と
こ
の
比

率
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
将
来
負
担
比
率
は
現
在

だ
け
で
な
く
将
来
を
見
据
え
た
財

政
運
営
の
指
針
と
し
て
と
ら
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

資
金
不
足
比
率
は
、
上
水
道
事

業
な
ど
の
公
営
企
業
の
資
金
不
足

人吉市の健全化判断比率

区　　分
H20年度
健全化
判断比率

H21年度
健全化
判断比率

前年度との
比較

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 - - - 13.53 20.00
連結実質赤字比率 - - - 18.53 40.00
実質公債費比率 12.0 11.4 △ 0.6 25.0 35.0
将来負担比率 88.4 77.8 △ 10.6 350.0

人吉市の資金不足比率
会　　計　　名 比率 経営健全化基準

水道事業特別会計 -

20.0
公共下水道事業特別会計 -

工業用地造成事業特別会計 -

国民宿舎特別会計 -

（単位：％）

（単位：％）

公営企業の
赤字をみる…

将来の負担
程度をみる…

借金などの財政
負担をみる…

全会計の
赤字をみる…

一般会計などの
赤字をみる…

資金不足比率将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率

人吉市の財政状況　̶平成21年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します̶

各
比
率
や
用
語
の
詳
し
い
解

説
は
市
財
政
課
財
政
係

（
☎
㉒
２
１
１
１
内
線

２
１
３
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

が
あ
る
場
合
、
そ
の
資
金
不
足
が

事
業
規
模
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い

か
を
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
比

率
が
高
く
な
る
ほ
ど
公
営
企
業
の

経
営
状
態
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
人
吉
市
に
は
４
つ
の

公
営
企
業
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

て
資
金
不
足
額
は
な
い
た
め
数
値

は
出
て
い
ま
せ
ん
。

※表の中の「‒」は実質赤字および連結実質赤字がないことを表します。

※表の中の「‒」は資金不足がないことを表します。
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第64回 犬
い ん ど う き ゅ う け い

童球渓顕彰音楽祭 開催

～いで湯と球磨焼酎・笑顔の里～

第 57回 人吉駅伝大会 参加チーム募集
開 催 日　12月 12 日（日）　※雨天決行

開会式：午前８時 50分　スタート：午前 10時
会 場　西瀬小学校グラウンド一帯
参加部門　★中学男子の部　★高校男子の部　★女子の部　★一般の部

※チームは各部門とも監督１人、選手６人、補員２人以内で編成してください。
※参加申し込みをしていないチームのオープン参加はできません。

コ ー ス　距離 20.14km
１区＝西瀬小正門前～紅取橋右岸（4.32km）　　　　２区＝紅取橋右岸～リサイクリーン前（2.43km）
３区＝リサイクリーン前～西瀬小南東（3.30km）　  ４区＝西瀬小南東～紅取橋右岸（4.36km）
５区＝紅取橋右岸～リサイクリーン前（2.43km）　　６区＝リサイクリーン前～西瀬小学校（3.30km）

参加申込　市社会教育課備え付けの申込書に記入し、下記申込先に提出してください。
参 加 料　１チームあたり　一般＝ 3,000 円　中学・高校生＝ 1,500 円
申込期限　11月 16 日（火）午後５時　　　　　（土・日曜日、祝・祭日を除く）
申込・問合せ　市社会教育課スポーツ振興係（市役所別館２階）（☎２２‒２１１１内線５２４１）

問合せ　市文化振興課文化係
　　　　（☎２２‒２１１１内線１３０３）

碑前祭
カルチャーパレス敷地内にある、犬童球渓先生の銅像前
で、参加者約400人が「旅

りょしゅう

愁」「故郷の廃家」を斉唱。
●期日＝11月12日㈮　●時間＝午前８時30分～

学校発表会
人吉球磨の小中高校約50校から、総勢1,700人が一同に
会して合唱・合奏・吹奏楽のステージを披露。
●期日＝11月12日㈮　●時間＝午前９時～　●場所＝
カルチャーパレス大ホール

個人コンクール本選
10月に行われた予選通過者52人が、日ごろの練習の成
果を披露。
●期日＝11月13日㈯　●時間＝午前９時30分～　●場
所＝カルチャーパレス大ホール

音楽の夕べ
市内音楽団体の発表、個人コンクール本選受賞者の
発表、犬童球渓先生作詞作曲の校歌発表など、内容
盛りだくさんのコンサートです。
去年も出演した「熊本ミュージックアーティスト」
の弦楽器とバレエをコラボレーションした素敵なス
テージもあります。
●期日＝11月14日㈰　●時間＝午後６時30分～　
●場所＝カルチャーパレス大ホール　●入場無料

現場説明会日時　11月25日（木）午前10時～
場 所　給食センター２階会議室
業務委託内容　学校給食の調理、食器洗浄など
委 託 期 間　平成23年４月１日～平成27年３月31日（予定）
業者選定方式　公募によるプロポーザル方式
参加資格要件　①人吉市内に本社を置く法人の場合は、食品衛生法

に基づく業務実績を３年以上有している者。
②人吉市外に本社を置く法人の場合は、学校給食調理業務受託実績が３年以上である者。た
だし、平成23年３月31日までに営業所等を人吉市内に置くことができる者。
③本業務委託の現場説明会に出席できる者。
④地方自治法施行令第167条の４の規定に該当しない者。
⑤破産法の規定による破産手続開始の申し立て、会社更生法の規定による更正手続開始の申
し立て、または民事再生法の規定による再生手続開始の申し立てがなされていない者。
⑥国税または地方税を滞納していない者。
⑦過去３年以内に、学校給食業務で食品衛生法の営業停止処分を受けたことがない者。
⑧過去に食品衛生法の規定による許可を取り消された者の場合、その取り消しの日から起算
して２年以上経過している者。

　詳しくは市ホームページに掲載している「人吉市学校給食調理業務委託プロポーザル実施要領」をご覧ください。
問 合 せ　人吉市学校給食センター（☎２３‒５０５２）
ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

学校給食調理業務委託 事業者を募集します！

期限厳守

詳しくは 検 索駅伝http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/ から

人吉球磨総合美展大賞　「雪の朝」
熊
日
賞　

「
陶と

う
え
ん
め
い
し

淵
明
詩
」

人吉美術協会賞　「エーテル」

人吉市教育委員会賞

「
けやきふきうるしはこ

拭漆箱」

岩尾 和光（錦町）

小谷 佳恵（熊本市）

東 雄次（紺屋町）

嶋
田 

治
子
（
西
間
上
町
）

第
57
回 
人
吉
球
磨
総
合
美
展

　

第
57
回
人
吉
球
磨
総
合
美
展
が
10
月
23
日
か
ら
28
日
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
方
が
芸
術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。
大
賞
と
主
催
者
三
賞
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）
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大
畑
小
学
校
は
現
在
学
級
数
が

８
で
、
99
人
の
児
童
全
員
が
毎
日

元
気
よ
く
登
校
し
て
い
ま
す
。

  

今
年
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、玄
関
前
の
セ
ン
ダ
ン
の
木
に
、

毎
年
ア
オ
バ
ズ
ク
と
い
う
フ
ク
ロ

ウ
の
仲
間
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　

め
ざ
す
学
校
像
は
、「
挨あ

い
さ
つ拶
を

交
わ
す
明
る
い
学
校
」「
皆
が
大

切
に
さ
れ
る
楽
し
い
学
校
」「
美

し
い
環
境
の
学
校
」
で
す
。

運
動
会

　

毎
年
５
月
に
、
人
吉
市
立
第
三

中
学
校
と
合
同
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
新
学
期
早
々
に
小
学
校
と
中

学
校
の
連
携
が
で
き
、
子
ど
も
た

ち
の
み
な
ら
ず
、
職
員
同
士
の
親

睦
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
小
中
合
同
の
ダ
ン
ス

も
毎
年
恒
例
の
種
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。

部
活
動

  

本
校
に
は
、
野
球
部(

前
期)

・

サ
ッ
カ
ー
部(

後
期)

、 

ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
通
年
）
が
あ

り
、
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
に

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
末

に
開
催
さ
れ
た
人
吉
市
軟
式
野
球

連
盟
会
長
旗
少
年
野
球
大
会
で

は
、
６
年
生
が
み
ご
と
優
勝
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
部
活
動
は
あ
り
ま

人吉市立大畑小学校教育目標
心豊かでたくましく、自ら考え行動する子どもの育成

～みなが生き生きと輝く　美しい学校

地域のシンボルであり、懐かしく、楽しい思い出が残る学校。
シリーズで市内の小中学校を紹介します。

第５回

大畑小学校

せ
ん
が
、
夏
の
市
小
体
連
水
泳
記

録
会
や
冬
の
市
小
体
連
駅
伝
大
会

で
も
毎
年
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収

め
て
い
ま
す
。

読
書

  

本
校
は
読
書
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
６
月
に
「
雨
季
ウ
キ

読
書
月
間
」、
10
月
に
「
校
内
秋

の
読
書
月
間
」
を
設
け
、「
校
内

読
書
ゆ
う
び
ん
」（
お
す
す
め
の

本
の
紹
介
）
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
本

の
読
み
聞
か
せ
を
毎
週
（
月
間
以

外
は
月
に
１
回 )

行
い
ま
し
た
。

  

ま
た
、
本
校
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

で
構
成
す
る
読
書
推
進
委
員
会
が

あ
り
ま
す
。
週
１
回
の
本
の
読
み

聞
か
せ
、
月
１
回
の
図
書
館
開
放

の
ほ
か
、
広
報
誌
の
発
行
や
親

子
20
分
読
書
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
10
月
は
、「
図
書
館
ま
つ
り
」

を
開
催
し
て
、
読
書
感
想
文
・
感

想
画
の
表
彰
や
本
の
読
み
聞
か

せ
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

第
57
回
人
吉
球
磨
総
合
美
展
で
人
吉

市
教
育
委
員
会
賞
を
受
賞
し
た
作
品

「
欅
け
や
き
ふ
き
う
る
し
は
こ

拭
漆
箱
」
は
、「
本
展
に
新
風
を
吹
き

込
む
秀
作
」
と
審
査
講
評
を
受
け
た
ほ
ど
の

逸
品
。
こ
の
箱
の
作
者
が
「
木
が
好
き
な
ん

で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
す
東
雄
次
さ
ん
だ
。

受
賞
の
感
想
を
「
期
待
も
し
て
い
な
か
っ
た

け
ど
驚
い
て
い
る
。
正
直
う
れ
し
い
」
と
話
す

東
さ
ん
は
、
兵
庫
県
姫
路
市
で
30
年
間
大
工

を
続
け
、
３
年
ほ
ど
前
に
人
吉
に
帰
郷
。
現

在
も
大
工
仕
事
を
し
て
い
る
。
職
業
柄
、
身

近
に
木
が
あ
っ
た
東
さ
ん
だ
が
、
木
工
が
趣
味

に
な
っ
た
の
は
、
子
ど
も
に
車
の
お
も
ち
ゃ
を

作
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
初
め
は
自
分
の
好
き

な
も
の
し
か
作
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
盆

や
鉢
な
ど
本
格
的
な
作
品
作
り
に
興
味
が
移

っ
た
。
今
ま
で
手
が
け
た
木
工
品
は
多
種
多

様
で
数
十
点
に
及
ぶ
。

東
さ
ん
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
手
作
り
の

ノ
ミ
を
使
い
、
刳く

り
物
と
い
う
技
法
で
作
品

を
作
る
。
刳
り
物
と
は
一
本
の
木
を
え
ぐ
っ
て

箱
や
鉢
な
ど
を
つ
く
る
木
工
芸
の
技
法
の
ひ

と
つ
。「
木
を
組
ん
で
曲
線
を
作
る
の
は
難
し

い
が
、
刳
り
物
だ
と
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り

の
形
が
作
れ
る
。
作
る
物
は
木
材
を
見
て
イ

メ
ー
ジ
す
る
。
大
き
さ
や
材
質
な
ど
木
材
の

制
限
を
受
け
る
中
で
、
何
を
つ
く
れ
る
か
な

あ
と
考
え
る
」
と
刳
り
物
の
楽
し
さ
を
語
る
。

「
箱
を
つ
く
る
の
が
一
番
好
き
。
箱
の
ふ
た

が
ス
ッ
と
入
っ
た
と
き
が
気
持
ち
い
い
」
と
話

す
東
さ
ん
。
数
あ
る
作
品
の
中
か
ら
出
展
作

品
を
箱
に
決
め
た
の
も
そ
の
た
め
だ
。

　
「
あ
せ
っ
て
仕
事
を
し
た
ら
だ
め
。
手
間
を

惜
し
ん
で
は
い
け
な
い
。
ど
ん
な
仕
事
を
す
る

と
き
も
同
じ
だ
と
思
う
」。

人吉球磨総合美展に初出品で

　　　　人吉市教育委員会賞受賞

　東　雄次 さん （紺屋町）

　 ひ と よ し の 人　
＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝

雄次 さん （紺屋町）

ひがし　ゆうじ
昭和25年12月20日生まれ。Ｂ型。趣味は
ジャズ鑑賞。座右の銘は「自己保身のた
めに生きるな」。東さんは料理も得意で週
に一回は料理当番の日があるとか。得意
料理はフルーツケーキやマロングラッセ
など。「正月の昆布巻きも僕がつくってい
ます」と笑顔。

少年野球大会優勝 合同運動会

図書館まつりのブックカバー作り

※受賞作品「欅拭漆箱」は本紙８ページに紹介してあります。
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10
月
２
日
、
秋
の
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博

覧
会
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
手
作
り
灯
ろ
う
な
ど
で
幻
想

的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
の
人
吉

城
跡
御お
し
た下
門
跡
を
舞
台
に
、
人
吉
東
小

学
校
６
年
生
に
よ
る
「
旅り

ょ
し
ゅ
う愁

」
の
合
唱

か
ら
ス
テ
ー
ジ
は
ス
タ
ー
ト
。
ピ
ア
ニ

ス
ト
・
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
石
塚
ま
み
さ

ん
の
透
き
通
っ
た
透
明
感
あ
ふ
れ
る
歌

声
と
、
ベ
ー
ス
の
高
橋
佳よ

し
き輝
さ
ん
を
交

え
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
熊
本
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
バ
レ
リ
ー
ナ
で
あ
る

岩
井
佐
代
さ
ん
ら
が
優
雅
な
バ
レ
エ
を

披
露
。
観
客
は
初
め
て
見
る
ス
テ
ー
ジ

に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

両市の発展を誓い 剣道で交流
人吉市・伊佐市親善剣道大会

　

10
月
11
日
、東
西
コ
ミ
セ
ン
で
人
吉
・

伊
佐
両
市
の
親
善
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
去
年
の
伊
佐
市
で
の
開
催

に
続
い
て
２
回
目
。
勝
負
は
小
学
生
５

人
、
中
学
生
５
人
、
高
校
生
５
人
、
一

般
が
年
代
別
に
７
人
と
22
人
同
士
の
団

体
戦
で
、
大
将
は
両
市
の
市
長
同
士
で

す
。
試
合
は
人
吉
先
鋒
樋
口
君
の
二
本

が
ち
で
勢
い
に
の
っ
た
人
吉
市
が
引
き

分
け
を
挟
み
７
連
勝
。
そ
の
ま
ま
の
勢

い
で
13
勝
１
敗
10
分
け
で
昨
年
に
続
き

勝
利
し
ま
し
た
。
こ
の
日
一
番
の
歓
声

は
大
将
同
士
の
市
長
対
決
。
伊
佐
市
・

隈
元
市
長
と
人
吉
市
・
田
中
市
長
の
一

進
一
退
の
乱
打
戦
は
両
者
有
効
打
な
し

の
引
き
分
け
で
し
た
。

音楽とバレエのコラボ
歴史的文化遺産における野外コンサート

　

10
月
19
日
、
第
37
回
人
吉
市
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
主
催
：
人

吉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
が
ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
技
巧
走

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
仮
装
行
列
、
踊

り
な
ど
全
17
種
目
に
各
校
区
か
ら
延
べ

１
，
５
０
０
人
が
参
加
し
て
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

市
内
４
保
育
園
か
ら
参
加
し
た
年
長

児
と
一
緒
に
か
け
っ
こ
リ
レ
ー
を
す
る

「
力
を
合
わ
せ
て
１
・
２
・
１
・
２
」で
は
、

孫
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く
走

る
姿
も
見
ら
れ
、
笑
顔
と
歓
声
に
あ
ふ

れ
た
大
会
で
し
た
。

　

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
の
影
響

で
延
期
さ
れ
て
い
た

人
吉
花
火
大
会
が
、

10
月
11
日
に
中
川

原
公
園
で
開
催
さ

れ
、
約
４
万
５
千

発
の
花
火
が
秋
の

球
磨
川
上
空
を
彩

り
ま
し
た
。

　

３
連
休
最
終
日

と
い
う
こ
と
も
あ

真剣に楽しくカルタで交流
第７回ウンスンカルタ大会

お母さん「ほっ」としにきて
ほっとステーション九ちゃんクラブ

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
伝
わ
り
こ
の
地
方

に
唯
一
引
き
継
が
れ
て
き
た
ウ
ン
ス
ン

カ
ル
タ
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
10

月
10
日
、
鍛
冶
屋
町
通
り
で
第
７
回
ウ

ン
ス
ン
カ
ル
タ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
遠
く
は
長
崎
や
東
京
、
奈
良
か
ら

の
参
加
も
。
各
チ
ー
ム
３
試
合
ず
つ
行

い
、
初
参
加
し
た
市
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
人

吉
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
ジ
ェ
イ
コ
ヴ
さ
ん
は

「
僕
た
ち
が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
！
」

と
満
面
の
笑
顔
。
実
行
委
員
長
の
立
山

さ
ん
は
「
見
て
い
る
人
も
や
っ
て
い
る

人
も
楽
し
め
る
い
い
大
会
だ
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ー
ク

ル
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ

ブ
が
、
九
日
町
の

イ
ス
ミ
本
店
３
階

か
ら
オ
リ
ン
ピ
ア

健
康
館
跡
に
移
転

し
、名
称
も
「
ほ
っ

と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

楽しいカフェトレイン
KUMA鉄まつり

秋の球磨川に大輪の花
人吉花火大会

　

10
月
９
・
10
日
の
両
日
、「
Ｋ
Ｕ
Ｍ

Ａ
鉄
ま
つ
り
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
Ｓ
Ｌ
人
吉
や
、
い
さ
ぶ
ろ
う
・

し
ん
ぺ
い
号
な
ど
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ

る
水み
と
お
か

戸
岡
鋭え

い
じ治
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」
が
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ

に
変
身
！
２
日
間
で
延
べ
２
０
０
人
近

い
乗
客
が
、
こ
の
カ
フ
ェ
ト
レ
イ
ン
の

た
め
に
特
別
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
「
球
磨

コ
ー
ヒ
ー
」
と
地
元
の
和
洋
菓
子
を
味

わ
い
な
が
ら
、
球
磨
路
の
旅
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
10
日
に
は
、
く
ま
川
鉄

道
人
吉
温
泉
駅
構
内
で
実
車
を
使
っ
た

運
転
体
験
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
運
転

士
に
な
っ
た
気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。

元気なご長寿！
人吉市ふれあい高齢者スポーツ大会

　

10
月
1
日
か
ら
4
日
ま
で
千
葉
県
佐

倉
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ゆ
め
半
島
千
葉

国
体
」
の
カ
ヌ
ー
競
技
・
少
年
男
子
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
２
０
０
メ
ー
ト

ル
で
、
球
磨
工
業
高
校
カ
ヌ
ー
部
3
年

の
田
原
翔つ

ば
さ

君
が
見
事
優
勝
。
10
月
8

日
、
市
長
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
8

月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
同
種
目
の
決

勝
で
ト
ッ
プ
で
レ
ー
ス
を
進
め
な
が

ら
ゴ
ー
ル
直
前
で
ま
さ
か
の
転
覆
・
失

格
と
く
や
し
い
思
い
を
し
た
田
原
君
。

「
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
は
自
然
と
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
が
出
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
リ

ベ
ン
ジ
を
果
た
せ
て
う
れ
し
い
。
今
後

も
カ
ヌ
ー
は
続
け
て
い
き
た
い
」
と
喜

び
を
口
に
し
ま
し
た
。

インターハイの雪辱をはらす
田原くん（球磨工３年）国体で優勝

り
、
例
年
よ
り
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
約
３
万
５
千
人
が
会
場
周
辺
を
埋
め
尽
く
し

ま
し
た
。
連
発
花
火
や
仕
掛
け
花
火
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
な
ど
33
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

進
行
。
上
空
高
く
で
大
型
花
火
が
次
々
と
花
開
く
超
大
連
発
花
火
が
鳴
り
響
く
と
、

会
場
の
観
客
か
ら
大
き
な
ど
よ
め
き
と
拍
手
が
沸
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
大
会
は

観
客
か
ら
花
火
師
や
大
会
関
係
者
へ
の
拍
手
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

10
月
１
日
に
は
、
開
所
記
念
と
し
て
、
く
す
球
割
り
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
九
日
町
商
店
街
を
活
動
拠
点
と
し
、
概
ね
３
歳

未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
交
流
す
る
場
と
し
て
平
成
17
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
母
親
同
士
が
交
流
で
き
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
、
絵

本
の
貸
し
出
し
な
ど
が
で
き
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
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↓点線に沿って切り取ってください

８ ６ ８ ８ ６ ０ １

人吉市役所秘書課
　　広報広聴係　行

◉ご住所

お手数ですが
50 円切手を
お貼りください

電話（　　　　）　　　　－

◉ご氏名

フリガナ

年齢：　　　歳　　性別：　男 ・ 女

◉ ペンネーム・イニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます

P O S T 　 C A R D

　このポストカードは、
みなさんからのおたより
（P.23）のコーナーへのおた
より（広報ひとよしへの感
想や人吉への思い、身近な
出来事など）にお使い下さ
い。官製はがきや封書、メー
ルでのおたよりも大歓迎で
す。お待ちしています。
メール
info@city.hitoyoshi.lg.jp

　

11
月
３
日
（
水
）
と
23
日
（
火
）

の
祝
日
は
、
ご
み
収
集
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
は

休
場
の
た
め
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係
、
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

（
☎
㉒
１
４
１
４
）

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

お
知
ら
せ

11
月
の
祝
日
の
ご
み
収
集
は

あ
り
ま
せ
ん

市役所（代表） ☎22－２１１１

カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

父
子
家
庭
の

児
童
扶
養
手
当

　

８
月
か
ら
父
子
家
庭
の
父
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
市

福
祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

11
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
必
ず
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

○
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
方
は
、
８
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
８
月
１
日
以
降
11
月
30
日
ま
で

に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
方
に
は

要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
申
請
の

翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※
８
〜
11
月
分
の
手
当
は
12
月
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

人
吉
の
情
報
番
組
配
信
！

　

10
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ

レ
ビ
「
Ｍ
Ｉ
Ｂ
ｔ
ｖ
」（
宮
崎
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
制
作
）
で
、

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
番
組
の

「
百
ひ
ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん

花
繚
乱
人
吉
」
を
配
信
し
て

い
ま
す
。

　

毎
月
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
な
ど
を

１
日
４
回
程
度
（
１
回
約
15
分

間
）
配
信
す
る
ほ
か
、「
Ｍ
Ｉ
Ｂ
ｔ

ｖ
」
の
ホ
―
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
百

花
繚
乱
人
吉
」の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
し
て
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、

携
帯
電
話
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
限
り
視
聴
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
情
報
番
組
の
ほ
か
に
も

「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」

の
様
子
を
生
放
送
で
配
信
す
る
予

定
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
番
組
情
報
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。
市
外
の
ご
家
族
や
お

知
り
合
い
の
方
に
も
、
ぜ
ひ
宣
伝

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
観
光
振
興
課
観
光
企

画
係

（No.926/2010.11）

　

支
給
要
件
や
所
得
制
限
な
ど
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　仕事をしているなどの理由で保育ができず、保育所への入所を希望する方は、申込書に必要書類を添えて入
所を希望する保育所に提出してください。
　申込書は、市福祉課（市役所１階⑤番窓口）、または各保育所に備えてあります。求職中でも条件付きで申
し込みできます。また、市外認可保育所への広域入所もできます。詳しくはお問い合わせください。

市内認可保育所一覧
園 名 定員 所 在 地 電話番号

あいだ保育園 90 東間上町２７８９ ㉒４５４２
泉田保育園 90 北泉田町２２３-１ ㉒５８４６
おこば保育園 50 大畑町３９９９-２ ㉓０５０４
こばと保育園 90 瓦屋町１７７６-１ ㉔４１５２
さざなみ保育園 90 下戸越町１６３２-１ ㉒５５１９
せん月保育園 90 矢黒町１６０２-１ ㉔３２９２
善隣保育園 120 瓦屋町１１０６ ㉒３５７３
中原保育園 120 下原田町１１６８ ㉒５７９５
林保育園 60 下林町２７１-４ ㉒５８９１
人吉乳児保育園 60 田町３４-１ ㉒３９５１
蓬莱保育園 90 土手町５ ㉒２４５８
みどり保育園 120 北願成寺町９５６ ㉒２８６４
※開所時間は各園とも午前７時～午後７時（延長保育含む）

添付書類　平成 22 年分源泉徴収票（確
定申告する方は確定申告書の
控え）、就労証明書（自営業
や農業の方は民生委員からの
証明書）や出産予定証明書な
ど
※申請理由により添付する書
類も異なりますので、詳しく
は「入所申し込みのてびき」
をご覧ください。

申込期限　平成 23年１月 14日（金）
問 合 せ　市福祉課児童福祉係
　　　　（☎２２‒２１１１内線１１４５）

来年度の保育所入所申し込み受付 
11月１日（月） からスタート！

「見すごすな  幼い子どもの  ＳOＳ」
11月は児童虐待防止推進月間です

　子どもたちが健やかに育つため、絶対にあってはならない児童虐待。しかし、現在も幼い命が奪われる痛ま
しい事件が後をたちません。虐待から子どもたちを守るために、地域に住む私たちの目配り・気配りが必要です。

子育て、育児に関する相談………………人吉市保健センター（☎２４‒８４２０）
地域子育て支援センター（☎２２‒７１７７）

児童の養育、不登校、非行など…………家庭児童相談員（☎２２‒２１１１内線１１４９）
離婚、ひとり親家庭の相談………………女性福祉相談員（☎２２‒２１１１内線１１４９）
ＤＶ被害（配偶者からの暴力）相談……人吉市福祉事務所（☎２２‒２１１１内線１１４５）

熊本県女性相談センター（☎０９６‒３８１‒７１１０）

子育てに戸惑っているあなたへ　育児の不安を相談してみませんか？
　初めからうまく子育てできる人はいません。失敗を重ねながら、親も子どもとともに成長していきます。子
育てする中では色々な悩みが出てきます。ひとりで抱え込まずに相談してみませんか？

虐待のサインに気づいてください！また、虐待と感じたら、迷わず知らせてください！
・不自然なやけど・あざや、服や髪の毛がいつも汚れている
・おどおどして視線をあわせない、表情が乏しく元気がない
・いつもおなかをすかせている
＝相談・通報先＝
人吉市福祉事務所（☎２２‒２１１１内線１１４５、１１４９）
八代児童相談所（☎０９６５‒３３‒３１１１・夜間 ☎０９６５‒３２‒４４２６）

14広報ひとよし　11月号



↓点線に沿って切り取ってください

消
費
生
活
問
題
を
は
じ
め
、
借
金
問

題
、
家
庭
問
題
な
ど
く
ら
し
の
な
ん

で
も
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
市
民
課
く
ら
し
安
心

相
談
係

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈪
広
報
配
布

２
㈫
〝
か
が
や
き
〞
づ
く
り
ト
ー
ク
（
蓑

野
町
）

３
㈬
文
化
の
日
、
三
遊
亭
遊
馬
独
演
会

（
青
井
阿
蘇
神
社
）

4
㈭

５
㈮

６
㈯

７
㈰
影
と
錯
覚
の
ト
リ
ッ
ク
タ
イ
ム
（
瀬

原
観
音
）、
東
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
（
石
野
公
園
）

８
㈪

９
㈫

10
㈬

11
㈭

12
㈮
犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭
（
CP
、〜
14
日
）

13
㈯
ひ
と
よ
し
産
業
祭
（
ふ
る
さ
と
歴

史
の
広
場
、
〜
14
日
）

14
㈰

15
㈪
広
報
配
布
、特
別
合
同
講
演
会
（
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安
）

16
㈫
三
遊
亭
好
太
郎
独
演
会
（
CP
）

17
㈬

18
㈭

19
㈮

20
㈯
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
人
吉
（
人
吉
駅
）

21
㈰
人
吉
大
綱
引
、
く
ま
川
軽
ト
ラ
ッ
ク
さ

ん
ぽ
市
（
球
磨
川
さ
ん
ぽ
道
路
）、じ
ゅ

ぐ
り
っ
と
音
楽
祭
（
中
川
原
公
園
）

22
㈪

23
㈫
勤
労
感
謝
の
日

24
㈬
幸
福
追
求
人
間
学
講
座
（
CP
）

25
㈭

26
㈮

27
㈯
「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」「
犯
罪
被
害
者

週
間
」
県
民
の
集
い
in
ひ
と
よ
し
（
CP
）

28
㈰
人
吉
市
消
防
団
礼
式
訓
練
（
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
）

29
㈪

30
㈫

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

期
日　

11
月
16
日
（
火
）

時
間　

開
場
＝
午
後
６
時

　
　
　

開
演
＝
午
後
６
時
30
分

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

出
演
者　

三
遊
亭
好
太
郎
（
円
楽

一
門
会
所
属
の
落
語
家
。
菊
池
郡

大
津
町
出
身
で
、
農
協
勤
務
を
経

て
落
語
界
に
転
身
）

演
目　
「
親
子
酒
・
お
や
こ
ざ
け
」

ほ
か

対
象　

小
学
生
以
上

入
場
料　

大
人
＝
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
＝
無
料　

※
前
売
り
、

当
日
券
同
額

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
、
老
人
趣
味
の
家
、
各
コ
ミ

セ
ン
ほ
か

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

（
☎
㉔
３
３
１
１
）

期
日　

11
月
27
日
（
土
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

内
容　

①
少
年
犯
罪
被
害
者
ご
遺

催 

し 

物

ひ
と
よ
し
寄
席

三
遊
亭
好
太
郎
独
演
会

【
前
期
募
集
】

願
書
受
付　

11
月
22
日
（
月
）
〜

12
月
３
日
（
金
）

試
験
日　

12
月
12
日
（
日
）

【
後
期
募
集
】

願
書
受
付　

平
成
23
年
１
月
４
日

（
火
）
〜
14
日
（
金
）

試
験
日　

平
成
23
年
１
月
23
日

（
日
）

募
集
人
員　

40
人

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
（
卒
業

見
込
み
含
む
）
以
上
の
方

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
作
文
、

面
接
（
25
歳
以
上
の
方
は
作
文
、

面
接
の
み
）

問
合
せ　

人
吉
准
看
護
学
院
（
☎

㉒
２
９
６
２
）

募　
　

集

地
域
福
祉
計
画
へ
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
会
の

お
知
ら
せ

　

市
税
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え

た
動
産
を
公
売
し
ま
す
。
Ｙ
ａ
ｈ

ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
入
札
を
行
い
ま
す
。

参
加
申
込

11
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

　
　

11
月
24
日
（
水
）
午
後
11
時

入
札
実
施
（
せ
り
売
り
方
式
）

11
月
30
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

　
　

12
月
２
日
（
木
）
午
後
11
時

※
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

公
売
物
件
ご
と
の
参
加
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
サ
イ
ト

上
に
あ
る
ヘ
ル
プ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
公
売
の
売
却
代
金
は
滞
納
市

税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
滞
納
税
が

公
売
前
に
完
納
さ
れ
た
場
合
は
、

該
当
物
件
の
公
売
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
納
税
課
納
税
係

中
小
企
業
向
け
の
長
期
・
固

定
金
利
「
一
日
公
庫
」
開
催

　

商
工
業
者
の
方
の
年
末
資
金
な

ど
、
事
業
資
金
の
手
当
を
円
滑
か

つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
八

代
支
店
か
ら
融
資
担
当
者
が
出
張

し
、
融
資
の
可
否
決
定
が
迅
速
に

行
わ
れ
ま
す
。

期
日　

11
月
11
日
（
木
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

人
吉
商
工
会
議
所
１
階
相

談
室

申
込
方
法　

商
工
会
議
所
備
え
付

け
の
借
入
申
込
書
に
、
決
算
書
・

同
意
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
５
日
（
金
）

審
査　

日
本
政
策
金
融
公
庫
八
代

支
店
の
担
当
者
が
当
日
面
接
審
査

を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
商
工
会
議
所
（
☎

㉒
３
１
０
１
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と

牛
乳
パ
ッ
ク
を
集
め
ま
す

　

人
吉
市
地
球
の
環わ

を
ま
も
り
隊

は
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
交
換
事
業

に
使
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

と
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
た

牛
乳
パ
ッ
ク
を
次
の
と
お
り
集
め

ま
す
。

　

持
参
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は

抽
選
で
景
品
が
当
た
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
13
日
（
土
）・
14
日

（
日
）
※
ひ
と
よ
し
産
業
祭
時

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
両
日
）

場
所　

産
業
祭
会
場
内
「
地
球
の

環
を
ま
も
り
隊
」
コ
ー
ナ
ー
テ
ン

ト
（
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
内
）

注
意
事
項　

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
汚

れ
て
い
る
も
の
は
、
風
呂
の
残
り

湯
な
ど
で
軽
く
す
す
い
で
20
個
以

上
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
牛
乳
パ
ッ
ク
は
水
洗
い
の
あ

と
、
開
い
て
乾
か
し
た
も
の
を
５

枚
以
上
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係
農
薬
空
き
容
器
・
廃
棄
農
薬

を
回
収
し
ま
す

期
日　

11
月
11
日
（
木
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
下
球
磨

そ
の
ほ
か　

○
Ｊ
Ａ
へ
の
処
分
委

託
は
必
ず
委
任
状
と
印
鑑
が
必
要 

○
回
収
処
分
費
は
本
人
負
担 

○

指
定
の
回
収
袋
を
Ｊ
Ａ
で
購
入

し
、
容
器
の
種
類
別
に
分
類
し
て

指
定
場
所
に
持
ち
込
む
（
回
収
袋

に
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
）
○
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を

開
け
る 

○
不
明
農
薬
は
検
査
料

１
万
円
と
処
理
料
が
必
要 

○
洗

浄
・
分
別
な
ど
が
で
き
て
い
な
い

も
の
は
受
け
付
け
な
い

問
合
せ　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
下
球
磨

（
☎
㉖
３
２
１
１
）

《
市
農
業
振
興
課
か
ら
》

　

使
用
し
た
農
薬
の
空
き
容
器
を

溝
な
ど
で
洗
浄
す
る
と
農
薬
が
流

れ
出
し
、
近
く
の
農
作
物
や
魚
類

な
ど
に
被
害
が
出
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
農
薬
は
絶
対
に
溝
や
川
な

ど
に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
古
い
電
話

帳
を
回
収
し
ま
す
。
新
し
い
電
話

帳
を
配
達
（
12
月
中
）
の
際
、
古

い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

　

不
在
の
場
合
は
後
日
回
収
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
☎
０
１
２
０‒

５
０
６‒

３
０
９
）

　

市
で
は
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、

い
つ
ま
で
も
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
人

吉
市
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
計
画

に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
計
画
案
は

次
の
日
程
で
ご
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　

11
月
１
日
（
月
）
〜

15
日
（
月
）

場
所　

市
福
祉
課
、
市
保
健
セ
ン

タ
ー
、
各
コ
ミ
セ
ン
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー　

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

募
集
方
法

①
投
函
箱
に
投
函
（
用
紙
と
箱
は

閲
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。）
②
電

子
メ
ー
ル
（
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）
③
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
様
式
は
自
由
で
す
。
い
ず
れ
の

場
合
も
、
住
所
・
氏
名
・
ご
意
見

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
の

場
合
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
地
域
福

祉
計
画
策
定
の
検
討
資
料
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
公
表
の
場
合
は
住
所
・

氏
名
は
表
記
し
ま
せ
ん
。

募
集
締
切　

11
月
15
日
（
月
）

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課

福
祉
政
策
係
（
〒
８
６
８‒

８
６
０
１
人
吉
市
麓
町
16
、
℻  
㉔

９
５
３
６
）

人
吉
准
看
護
学
院

生
徒
募
集

障
が
い
に
関
す
る

無
料
相
談
会

相　
　

談

期
日　

11
月
29
日
（
月
）

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
に
市
福
祉
課
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■
次
の
事
業
所
は
、
障
が
い
に
関

す
る
相
談
を
い
つ
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
相
談
内
容
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
支
援
事
業
所
け
や
き

　
（
☎
㉒
７
０
２
２
）

◎
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す

　
（
☎
㉖
３
０
６
６
）

◎
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
翠
み
ど
り

　
（
☎
㉒
２
５
７
０
）

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」「
犯
罪
被
害

者
週
間
」
県
民
の
集
い
in
ひ
と
よ
し

族
に
よ
る
講
演　

講
師
＝
市
原
千

代
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
か
や
ま

犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
ズ
理
事
）

②
人
吉
市
内
の
小
中
学
校
の
「
一

行
詩
い
の
ち
の
う
た
」
取
組
発
表

問
合
せ　

熊
本
県
交
通
・
く
ら
し

安
全
課
（
☎
０
９
６‒

３
３
３‒

２
２
９
３
）
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第２分団第１部　詰所前にて

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

問 市地域生活課危機管理係（☎㉒２１１１内線２１１２ 消防団担当者）まで

市社会教育課市社会教育課

詳細は市ホームページから

み
ぢ
か
な
こ
と
か
ら
エ
コ
講
座

市
環
境
課

検 索ラッソ

よ
か
ば
い
！

こ
の
本

こ
の
本

市図書館
（☎㉔３５１8）

＊
11
月
の
休
館
日
は
、
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
で
す
。

《児童》
ばあちゃんのおなか

　

明
治
維
新
か
ら
終
戦
ま
で
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
た

１
０
０
余
年
、
近
代
日
本
を
築
い
た
１
０
０
０
人
の

多
種
、
多
彩
な
人
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
こ
れ
ら

の
時
代
の
特
色
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
あ
り
ま

す
。

　

ぼ
く
（
こ
う
た
）
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
っ
ぱ
い

笑
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
大
き
な

大
き
な
お
な
か
は
、
す
べ
っ
て
遊
べ
る
し
、
海
で
は
、

う
か
ん
で
島
に
な
る
。
こ
う
た
の
だ
い
す
き
な
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
で
す
。

《一般》ビジュアル
明治・大正・昭和

近代日本の1000人

世界文化社 出版
かさい まり 文

よしなが こうたく 絵

　

当
ク
ラ
ブ
は
ジ
ュ
ニ
ア
（
18
歳
未
満
）、
一
般
（
18

歳
以
上
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
家
族
）
の
会
員
区
分
で
年

会
費
（
４
月
〜
３
月
）
を
決
め
て
い
ま
す
。
会
員
に
な

る
と
14
の
教
室
の
中
か
ら
自
分
に
合
う
教
室
に
い
く
つ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
中
で
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
は
、

家
族
で
あ
れ
ば
何
人
で
も
定
額
の
年
会
費
と
な
っ
て
い

る
た
め
大
変
お
得
で
す
。

　

例
え
ば
、
家
族
３
人
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
（
年

１
万
４
千
円
）と
な
り
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
教
室
に
通
う
と
す
る
と
、
１
回
分
の
負
担
は

一
人
２
９
４
円
と
な
り
ま
す
。
経
験
豊
富
な
指
導
者
の

指
導
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て
１

年
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
め
ま
す
。

　

家
族
で
何
か
一
つ
の
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
で
は
そ
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

年
会
費
（
４
月
〜
３
月
）
は
次
の
と
お
り
で
す

ジ
ュ
ニ
ア
＝
５
千
円　

一
般
＝
１
万
円　

フ
ァ
ミ
リ
ー

＝
１
万
４
千
円

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）「
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓
口
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
」
は
「
樫
（
か
し
）」

「
ラ
ッ
ソ
」
は
「
絆
（
き
ず
な
）」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
み
、

「
ひ
と
づ
く
り
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と

を
ク
ラ
ブ
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
」
で
す

Vol.17

生
ご
み
は
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
で
！

★10月の★10月の
新刊から★新刊から★

消
火
器
に
よ
る
事
故

　

急
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
す
で
に

ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な
ど
の
暖
房
器
具
を

使
用
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。

　

暖
房
器
具
や
台
所
の
火
災
に
備
え
、
消

火
器
を
設
置
し
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
家
の
中
に
期
限
切
れ
の
も

の
や
サ
ビ
、
変
形
、
破
損
し
て
い
る
消
火

器
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
期
限

切
れ
の
消
火
器
が
突
然
破
裂
し
腹
部
に
激

突
し
た
り
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器

が
爆
発
し
、
そ
の
衝
撃
で
聴
力
が
落
ち
た

団員の所属事業所
（有）岩下工務店

（有）堀川建設

富士薬品（株）

コバック人吉球磨店

五木郵便局

人吉市役所

コマツレンタル西日本（株）

（株）ミート丸真

聖心園

ケアハウスあいせい

（株）Double.Heart

第
１
方
面
隊
第
２
分
団
第
１
部　
　

（
管
轄
：
鬼
木
町
・
鶴
田
町
・
北
泉
田
町
・
南
泉
田
町
）

　

現
在
20
人
で
活
動
し
て
い
る
第
２
分
団

第
１
部
は
平
均
年
齢
29
歳
と
、
若
い
団
員

が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。
団
員
同
士
の

年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
消
防
団
活
動

だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
交
流

の
あ
る
者
が
多
く
、
何
事
も
気
兼
ね
な
く

話
せ
る
雰
囲
気
が
で
き
て
い
る
た
め
、
入

団
間
も
な
い
団
員
で
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

の
際
の
団
員
の
出
席
率
が
高
い
の
も
、
そ

の
よ
う
な
雰
囲
気
の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
災
害
に
備
え
て
定
期
的
に
消
火
栓

や
防
火
水
槽
の
点
検
、
毎
月
の
ポ
ン
プ
点

検
や
巡
回
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ベ

テ
ラ
ン
の
団
員
は
も
ち
ろ
ん
、
若
い
団
員

も
先
輩
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
日
々
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
、
町
内
の
子
ど
も
会
で
行
っ
た

防
火
訓
練
で
は
、
参
加
し
た
町
内
の
皆
さ

ん
が
見
せ
る
真
剣
な
表
情
に
、
防
火
意
識

の
高
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
そ
の
よ
う
な
活
動
要
請
が
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
消
火
活
動
に
専
念
で
き
る
の

も
、
何
よ
り
地
域
の
方
々
の
支
援
の
お
か

げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
団
員
同
士

の
よ
う
な
話
し
や
す
い
関
係
を
地
域
全
体

で
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ
れ
か
ら
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

り
す
る
な
ど
、
古
い
消
火
器
に
よ
る
事
故

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
に

◆
サ
ビ
、
変
形
、
破
損
し
て
い
る
消
火
器

は
使
用
し
な
い
。

◆
サ
ビ
を
防
ぐ
た
め
に
湿
気
の
多
い
場
所

に
置
か
な
い
。

◆
消
火
器
が
期
限
切
れ
な
ど
で
不
要
に

な
っ
た
ら
、
専
門
業
者
に
廃
棄
処
理
を
依

頼
す
る
。

※
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
「
見
守
り
情
報
」、
消
費
者
庁
や
総

務
省
消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
先
月
号
の
答
え
】

全
て
○
で
し
た
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
中
で
、
最
も
や
っ
か
い
な

も
の
は
生
ご
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

に
お
い
が
す
る
し
、
ご
み
出
し
し
て
も
動
物
に
荒

ら
さ
れ
や
す
い
、
運
ぶ
に
も
重
い
し
…
。
良
い
こ
と

が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

コ
コ
で
出
番
だ
！
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
！

　

ご
家
庭
で
ぜ
ひ
生
ご
み
処
理
を
！

【
用
意
す
る
も
の
と
作
り
方
】

①
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
組
み
立
て
る
。

② 

①
の
底
面
と
側
面
に
新
聞
紙
を
１
枚
ず
つ
敷
き

詰
め
る
。

③ 

②
に
ピ
ー
ト
モ
ス
15
ℓ
、
も
み
殻
く
ん
炭
10
ℓ

を
入
れ
る
。（
３
：
２
の
割
合
）

④
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
入
れ
か
き
混
ぜ
る
。

⑤
通
気
性
を
保
つ
た
め
、
土
台
に
乗
せ
る
。

　

あ
と
は
、
こ
の
中
に
毎
日
の
生
ご
み
を
入
れ
て
か

き
混
ぜ
る
だ
け
！
約
３
か
月
分
の
生
ご
み
を
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
、立
派
な
堆
肥
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

【
気
を
つ
け
る
こ
と
】

①
風
通
し
が
よ
く
、
雨
に
濡
れ
な
い
場
所
に
お
く
。

②
虫
除
け
に
古
い
布
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
板
を
か
ぶ
せ

る
。

　

作
り
方
説
明
書
を
市
環
境
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
11
月
13
日
・
14
日
の
「
ひ
と
よ

し
産
業
祭
」
で
製
作
体
験
さ
れ
た
方
は
、
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
（
有
料
）。

　

産
業
祭
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
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歯
の
は
な
し

「
め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０
」
人吉市

歯科医師会

成
人
の
８
割
が
歯
周
病

第
56
回

　

歯
周
病
は
、
歯
肉
や
歯
槽
骨
な
ど
の
歯
を
支
え
る
組
織
に

起
き
る
進
行
性
の
病
気
で
す
。

　

歯
肉
が
腫
れ
る
歯
肉
炎
に
始
ま
り
、
炎
症
が
進
む
と
、
歯

と
歯
肉
の
間
の
溝
が
し
だ
い
に
深
く
な
り
（
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
）、
や
が
て
歯
を
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
ま
で
進

行
し
ま
す
。

　

初
期
の
歯
肉
炎
を
含
め
る
と
、30
歳
前
後
で
国
民
の
79
％
、

40
歳
前
後
で
84
％
、
50
歳
前
後
で
は
実
に
88
％
が
歯
周
病
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
11
年
歯
科
疾
患
実
態
調
査
）。
毎

日
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
歯
科
医

院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

歯周病の進行と有病率
（％は平成11年歯科疾患実態調査による）

期　　日 会　場 対 象 地 区 受付時間

11月13日（土） 大畑コミセン 東漆田町、下漆田町、上漆田町、上田代町、下田代町、大野町、
大畑町、大畑麓町

午
前
７
時
30
分
〜
10
時
30
分

11月14日（日）
西瀬コミセン

宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町
11月15日（月） 下城本町、矢黒町、下永野町
11月16日（火） 上永野町、下戸越町、上戸越町、鹿目町、中神町小柿・段山
11月17日（水）

東西コミセン

北願成寺町、南願成寺町

11月18日（木） 上新町、下新町、南泉田町、北泉田町、七日町、五日町、九日町、
二日町、大工町、鍛冶屋町

11月19日（金） 鬼木町、鶴田町、駒井田町、城本町
11月20日（土） 瓦屋町、合ノ原町、井ノ口町
11月21日（日）

中原コミセン

中神町馬場・段・城本・大柿、下原田町上野・嵯峨里・荒毛

11月24日（水） 下原田町堀・羽田・瓜生田・西門、上原田町上原・尾崎・牛塚・
菖蒲・馬草野・尾曲・馬氷

11月25日（木） 上林町、中林町、下林町、温泉町

11月26日（金）

保健センター

紺屋町、土手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、上原町、
麓町、原城町、富ケ尾町、中城町、浪床町、赤池原町、赤池水無町

11月27日（土） 東間上町、東間下町、蓑野町、古仏頂町、田野町、矢岳町、大野町、
西大塚町

11月28日（日） 西間上町、西間下町

11月29日（月） 上青井町、中青井町、下青井町、東大塚町、七地町、木地屋町、
蟹作町

申し込みをされた方には、受付時間を30分ごとに区切って通知します。必ず指定された時間にお越しください。
※日時を変更したい方は必ず事前にご連絡ください。
問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

検診名 対象者 検診料
胃がん検診 40歳以上の方 １，５００円
腹部超音波検診 30歳以上の方 １，８００円
前立腺がん検診 40歳以上の男性 ８００円

乳がん検診
30歳以上の女性

※希望により40歳以上の偶数年齢の方は、マンモ
グラフィ検診も受けることができます。

乳がん検診＝１，１００円
乳がん検診＋マンモグラフィ検診＝

２，２００円
子宮頸がん検診 20歳以上の偶数年齢の女性 １，２００円

骨粗しょう症検診
20、25、30、35、40、45、50、55、60、
65、70歳の女性 ５００円

次に該当する方は検診料が無料になりますので、当日受付に申し出てください。
○後期高齢者医療被保険者証または高齢受給者証（70歳の誕生日の翌日から）をお持ちの方
○平成22年度市民税が非課税世帯の方
○生活保護世帯の方

平成22年度
胃がん・腹部超音波・前立腺がん・乳がん・子宮頸

けい

がん・骨粗しょう症
検診（検診車）のお知らせ

桒く
わ
さ
わ澤　

清き
よ
と人
・
榮え

い

永な
が
た田　

長な
が
ゆ
き征
・
チ
キ

森も
り
し
た下　

武た
け
お男
・
悦え

つ
こ子

宮み
や
は
ら原　

安や
す
ち
か親
・
俊と

し
こ子

菖し
ょ
う
ぶ蒲　

六ろ
く
ろ
う郎
・
恭き

ょ
う
こ子

赤あ
か
い
け池　

賢け
ん
い
ち一
・
悦え

つ
こ子

山や
ま
も
と本　

義よ
し
ひ
こ彦
・
矩の

り
こ子

中な
か
む
ら村　

守も
り
お雄
・
ト
シ
子こ

永な
が
た田　

憲け
ん
じ二
・
シ
ヅ
メ

黒く
ろ
き木　

蜜み
つ
ま馬
・
政せ

い
こ子

須す

え惠　

弘ひ
ろ
ひ
さ久
・
美み

よ

こ
代
子

長は
せ
が
わ

谷
川　

秀ひ
で
あ
き明
・
和か

ず
こ子

汐し
お
つ
き月　

卓た
く
や也
・
順じ

ゅ
ん
こ子

坂さ
か
ぐ
ち口　

萩は
ぎ
お雄
・
博ひ

ろ
こ子

丸ま
る
や
ま山　

保や
す
お男
・
君き

み

愛あ
い
こ
う甲　

道み
ち
と人
・
和か

ず
こ子

小こ
く
ら倉　

末す
え
ひ
こ彦
・
エ
ミ
子こ

橋は
し
も
と本　

道み
ち
あ
き昭
・
榮え

い
こ子

恒つ
ね
ま
つ松　

伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
・
サ
ト
エ

西に
し
も
ん門　

良り
ょ
う
い
ち一・
幸ゆ

き
こ子

平ひ
ら
い井　

穰ゆ
た
か・
恭き

ょ
う
こ子

永な
が
や
ま山　

袈け
さ
と
し年
・
三み

ち

よ
千
代

芝し
ば
た田　

秀ひ
で
よ
し義
・
節せ

つ
こ子

岩い
わ
き城　

四し
ろ
う郎
・
フ
ミ
子こ

嶋し
ま
づ津　

政ま
さ
ゆ
き行
・
マ
ツ
ヱえ

豊と
よ
な
が永　

半わ
か
つ・
伊い

つ

こ
津
子

上う
え
の野　

耕こ
う
き
ち吉
・
艶つ

や
こ子

德と
く
な
が永　

伸の
ぶ
か
ず和
・
る
り

德と
く
ず
み澄　

政ま
さ
と人
・
リ
ツ

中な
か
や
ま山　

英ひ
で
し志
・
ケ
イ

長お
さ
だ田　

陽よ
う
い
ち一
・
英え
い
こ子

石い
し
い井　

敬け
い
い
ち
ろ
う

一
郎
・
順じ

ゅ
ん
こ子

越こ
し
が
え替　

幹も
と
い
ち一
・
豊と

よ
こ子

本も
と
ま
え前　

實じ
つ
み味
・
房ふ

さ
え江

松ま
つ
え江　

登の
ぼ
る・
ス
ミ
子こ

髙た
か
さ
わ沢　

文ふ
み
お雄
・
ス
ヤ
子こ

浦う
ら
か
わ川　

健け
ん
い
ち一
・
初は

つ
み美

中な
か
む
ら村　

學ま
な
ぶ・
春は

る
こ子

松ま
つ
な
が永　

盛も
り
ゆ
き之
・
ス
エ
子こ

浦う
ら
の野　

正ま
さ
の
り則
・
ス
ソ
エ

上う
え
の野　

至い
た
る・
ヨ
シ
エ

槻つ
き
ぎ木　

久ひ
さ
み
つ光
・
ミ
ト

西に
し　

信の
ぶ
お男
・
照て

る
よ代

米よ
ね
や
ま山　

隆た
か
し志
・
静し

ず
こ子

佐さ
と
う藤　

洋よ
う
い
ち一
・
古ひ

さ
こ子

大お
お
や
ま山　

次じ
ろ
う郎
・
嘉よ

し
こ子

北き
た
む
ら村　

愉さ
と
し・
浩ひ

ろ
こ子

森も
り
や
ま山　

義よ
し
ひ
さ久
・
久く

み

か
美
香

赤あ
か
い
け池　

義よ
し
と人
・
春は

る
み美

永な
が
え江　

益ま
す
み充
・
美み

つ

こ
津
子

菱ひ
し
か
り刈　

義よ
し
と人
・
ヨ
シ
子こ

宇う

の野　

實じ
つ
お夫
・
千ち

あ
き秋

坂さ
か
た田　

康や
す
と
み富
・
恵や

す
よ世

作さ
く
も
と元　

一か
ず
み見
・
鈴す
ず
こ子

新し
ん
む
ら村　

和か
ず
ひ
こ彦
・
美み

よ

こ
代
子

松ま
つ
な
が永　

重し
げ
の
ぶ宣
・
レ
イ
子こ

田た
じ
り尻　

信の
ぶ
お夫
・
サ
エ
子こ

古ふ
る
か
わ川　

憲け
ん
じ二
・
利と

し
こ子

藤ふ
じ
も
と本　

星ほ
し
ろ
う郎
・
ヒ
ロ
子こ

山や
ま
ぐ
ち口　

政ま
さ
す
え末
・
三み

つ
こ子

溝み
ぞ
ぐ
ち口　

由よ
し
み視
・
誠せ

い
こ子

中な
か
む
ら村　

貢み
つ
ぎ・
美み

つ

え
津
江

落お
ち
あ
い合　

道み
ち
お生
・
テ
ル
子こ

永な
が
や
ま山　

正ま
さ
お雄
・
ツ
ル
子こ

下し
も
は
ら原　

國く
に
よ
し義
・
サ
ヨ
子こ

森も
り
う
ち内　

久ひ
さ
よ
し義
・
和か

ず
こ子

石い
し
だ田　

喜き
じ
ろ
う

二
郎
・
紀き

く

こ
久
子

川か
わ
ご
え越　

文ふ
み
お男
・
ハ
ル
カ

人吉市金婚夫婦表彰
　平成22年度人吉市金婚夫婦表彰が、10月５日にアンジェリーク平安で行われました。今年、金婚を迎えら
れたのは、昭和35年（1960年）に結婚された68組のご夫婦です。お名前を掲載し、お祝いを申し上げます。（敬
称略、届出順）また、９月９日には市役所で熊本日日新聞社金婚夫婦表彰伝達式があり、金婚夫婦を代表して
中村學・春子夫妻が表彰を受けられました。

《手をとりあって半世紀》
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カ
シ
ャッ

市長の部屋

ひと好し ちょっといい話
「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

◎あて先
〒868‒8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P15のポストカードをご利用下さい。

　

ま
さ
に
異
常
気
象
と
い
う
べ
き
酷

暑
も
過
ぎ
去
り
、
は
や
朝
霧
は
10
月

初
め
に
川
面
を
覆
い
、
明
け
方
に
は

布
団
を
掛
け
な
お
す
秋
冷
な
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
10
月
31
日
（
日
）
に
放
送

さ
れ
た
「
空
の
開
拓
者　

日
野
熊
蔵

伝
」
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う

か
。
見
逃
さ
れ
た
方
は
12
月
末
に
再

放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

日
野
熊
蔵
氏
の
生
涯
と
夫
婦
愛
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
ド
ラ
マ
は

今
後
、
青
少
年
の
た
め
の
教
材
と
し

て
も
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
熊
蔵

が
志
を
立
て
、
人
々
が
不
可
能
と
思

う
こ
と
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
た
生
涯

を
生
徒
た
ち
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
ド
ラ
マ
に
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
参
加
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
が
、
う
ら

や
ま
し
か
っ
た
で
す
。
私
に
は
最
後

ま
で
声
が
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

残
念
で
す
。「
あ
ん
ひ
と
た
ち
ゃ
、

よ
か
し
…
」
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
熊
蔵
の
妻
ヤ
ス
の
晩
年

を
演
じ
ら
れ
た
市
毛
良
枝
さ
ん
は
、

「
人
吉
は
と
て
も
美
し
い
と
こ
ろ
で

す
ね
。
今
度
来
た
と
き
は
カ
ヌ
ー
で

球
磨
川
を
下
り
た
い
で
す
ね
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
熊
蔵
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
ャ
プ

テ
ン　

く
ま
ぞ
う
」
を
描
い
た
人
吉

出
身
の
漫
画
家
と
り
・
み
き
さ
ん
と

は
、
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ま
た
ご
一

緒
に
人
吉
に
お
迎
え
し
た
い
で
す

ね
。

私
は
球
磨
川
沿
い
に
50
年

近
く
住
ん
で
い
ま
す
。

　

今
、
中
川
原
公
園
が
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
本
当
に
市
民
の

憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

夕
方
に
は
ベ
ン
チ
で
三
味
線

を
練
習
す
る
人
、
ジ
ャ
ン
ベ
を

練
習
す
る
人
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
た
こ
を
あ

げ
る
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が

自
然
の
中
で
球
磨
川
の
素
晴
ら

し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
な
が

ら
本
当
に
ほ
の
ぼ
の
と
…
。

　

と
て
も
い
い
風
景
で
す
。
無

料
で
い
ろ
い
ろ
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
楽
し
め
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
中
川
原
公
園
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
人
吉
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

森
の
く
ま
さ
ん
（
人
吉
市
）

●

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
中
川
原

公
園
。
だ
れ
も
が
憩
え
る
自
然

公
園
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

医療のお話し

今月のドクター

ど根性ヒガンバナ!?

写真では分かりにくい
かもしれませんが、ア
スファルトの道路を突
き破り、ヒガンバナが
咲いていました。根性
ありますね。

人吉市医師会 副会長　岐部 明廣

３
年
振
り
に
九
日
町
通
り
で

開
催
さ
れ
た
「
く
ま
恋
ダ
ン

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
雨

に
も
負
け
ず
元
気
な
笑
顔
で

踊
っ
て
く
れ
ま
し
た
！

今月のナイスショット！

　

人
の
数
の
こ
と
を
人
口
と
い
い

ま
す
。
人
口
の
減
少
は
大
き
な
問

題
で
、
特
に
若
年
者
の
減
少
は
地

域
が
衰
退
す
る
原
因
に
な
り
か
ね

な
い
深
刻
な
問
題
で
す
。
人
吉
市

は
超
高
齢
化
に
突
入
し
つ
つ
あ

り
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
毎

年
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
口

問
題
は
、
地
域
医
療
を
考
え
る
上

で
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
22
年
３
月
末
現

在
の
人
吉
市
の
人
口
（
外
国
人
を

含
ま
な
い
）
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

し
て
み
ま
す
。（
Q9
・
Q10
を
除
く
）

直
感
だ
け
で
10
問
す
べ
て
に
正
解

し
た
方
は「
天
才
」だ
と
思
い
ま
す
。

Q1
人
吉
市
で
は
何
歳
の
方
の
人
口

が
一
番
多
い
で
し
ょ
う
か
？

①
０
歳 

②
11
歳 

③
21
歳 

④
41
歳

⑤
51
歳 

⑥
61
歳 

⑦
71
歳 

⑧
81
歳

Q2
人
吉
市
の
０
〜
86
歳
で
、
何
歳

の
方
の
人
口
が
一
番
少
な
い
で

し
ょ
う
か
？

①
０
歳 

②
１
歳 

③
11
歳 

④
21
歳

⑤
31
歳 

⑥
41
歳 

⑦
51
歳 

⑧
61
歳

⑨
71
歳 

⑩
81
歳 

⑪
86
歳

Q3
人
吉
市
の
０
〜
84
歳
の
男
性

で
、
何
歳
の
方
の
人
口
が
一
番
少

な
い
で
し
ょ
う
か
？

①
０
歳 

②
１
歳 

③
11
歳 

④
21
歳

⑤
31
歳 

⑥
41
歳 

⑦
51
歳 

⑧
61
歳

⑨
71
歳 

⑩
84
歳

Q4
人
吉
市
の
０
〜
89
歳
の
女
性

で
、
何
歳
の
方
の
人
口
が
一
番
少

な
い
で
し
ょ
う
か
？

①
０
歳 

②
１
歳 

③
11
歳 

④
21
歳

⑤
31
歳 

⑥
41
歳 

⑦
51
歳 

⑧
61
歳

⑨
71
歳 

⑩
81
歳 

⑪
89
歳

Q5　

歳
以
上
の
方
を
後
期
高
齢
者

と
国
は
言
っ
て
い
ま
す
。
人
吉
市

に
は
76
歳
の
方
が
５
０
４
人
い
ま

す
が
、
50
歳
以
下
で
５
０
０
人
以

上
の
方
が
い
る
年
齢
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
？

①
あ
る　

②
な
い

Q6
人
吉
市
で
は
年
齢
を
10
歳
区
分

で
み
た
と
き
、
次
の
ど
の
年
代
が
最

も
人
口
が
多
い
で
し
ょ
う
か
？

①
０
〜
９ 

歳 

②
10
〜
19
歳 

③
20

〜
29
歳 

④
30
〜
39
歳 

⑤
40
〜
49

歳 

⑥
50
〜
59
歳 

⑦
60
〜
69
歳 

⑧

70
〜
79
歳 

⑨
80
〜
89
歳

Q7
人
吉
市
に
は
20
〜
24
歳
の
方
が

１
，
３
１
３
人
い
ま
す
が
、
60
〜

64
歳
ま
で
の
人
口
と
比
べ
て
、
半

分
以
下
・
半
分
以
上
の
ど
ち
ら
で

し
ょ
う
か
？

①
半
分
以
下　

②
半
分
以
上

Q8
人
吉
市
の
０
〜
30
歳
の
人
口
は

男
女
ど
ち
ら
が
多
い
で
し
ょ
う
か
？

①
男 

②
女

Q9
戦
国
時
代
、
人
吉
市
で
は
男
と

女
ど
ち
ら
の
人
口
が
多
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
？

①
男 

②
女

Q10
下
の
グ
ラ
フ
は
何
を
意
味
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？

人
吉
市
の
人
口
の
話

幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
、
う
れ
し
い
お
知
ら

せ
で
す
。

市役所開庁延長日

■開庁時間　午後７時まで

■対象窓口　庁舎１階下記の課

※ 一部取り扱えない業務がありま

す。不明な点は事前に担当課まで

お問い合わせください。

毎週月曜日と木曜日
（休日の場合は実施しません）

◆ 市　　民　　課

◆ 高　齢 　者 　支 　援 　課

◆ 保 険 年 金 課

◆ 福　　祉　　課

◆ 税　　務　　課

◆ 納　　税　　課

本人確認のため身分証明書を

お持ちください

市民課・税務課・納税課の窓口で、

証明書などを交付請求される際は

『本人確認』を行っておりますの

で、運転免許証などの身分証明書

をお持ちください。

問合せ　市民課　税務課　納税課

（比率）

（年齢）

Q1
：
⑥
61
歳 

６
６
８
人 

Q2
：
④

ク
イ
ズ
の
答
え

75

21
歳 

２
２
８
人 

Q3
：
④
21
歳 

１
０
９
人 

Q4
：
④
21
歳 

１
１
９

人 

Q5
：
②
な
い 

Q6
：
⑥
50
〜
59

歳 

５
，
２
０
０
人 

Q7
：
①
半
分

以
下 

60
〜
64
歳
は
２
，
８
１
６

人 

Q8
：
①
男 

男
４
，
９
５
２

人
女
４
，
８
４
４
人 

Q9
：
①
男 

Q10
：
０
歳
か
ら
積
算
し
て
い
っ
た

人
口
の
女
／
男
の
比
率

市民のみなさんからの
「面白い」情報をもとに
取材してきました！

みなさんからの「珍しい」「面白い」情報をお待ちしています！
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〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
℻
  （
0966）

24-7869 今年は残念ながら雨の中の
神幸行列。広報ひとよしの
記事をさかのぼってみる
と、神幸行列で傘をさして
いる写真は平成12年以来、
実に10年振りみたいです。

おくんちまつりの神輿
（10/9・九日町）

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
22
年
11
月
号
　
第
９
２
６
号

編
集
後
記

　

10
月
は
、
お
く
ん
ち
祭
り

や
人
吉
花
火
大
会
な
ど
た
く

さ
ん
の
行
事
が
あ
り
、
取
材

や
紙
面
作
成
に
追
わ
れ
る
多

忙
な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

取
材
し
た
す
べ
て
を
紹
介
で

き
な
い
こ
と
が
い
つ
も
残
念

で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
や
楽
し
ん
で
い
る
姿
、

頑
張
っ
て
い
る
姿
は
、
し
っ
か

り
と
写
真
に
収
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
デ
ー
タ
と
し
て
残
し

て
い
ま
す
。
11
月
も
ひ
と
よ

し
産
業
祭
や
、
じ
ゅ
ぐ
り
っ

と
博
覧
会
な
ど
魅
力
的
な
イ

ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
場
で
笑
顔
の
皆
さ
ん

に
お
会
い
す
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
の
で
取
材

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 編

集
室
か
ら

　

国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
の
「
お
く

ん
ち
祭
り
」
が
始
ま
る
と
秋
を
感

じ
、
衣
替
え
の
準
備
を
す
る
と
い

う
の
が
人
吉
球
磨
の
秋
の
風
物
詩

で
す
。
祭
り
の
ご
ち
そ
う
と
言
え

ば
「
赤
飯
・
つ
ぼ
ん
汁
・
な
ま

す
」
が
定
番
。
つ
ぼ
ん
汁
は
秋
に

収
穫
し
た
サ
ト
イ
モ
、
シ
イ
タ

ケ
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
た
く
さ
ん
の
具

材
が
入
っ
た
栄
養
満
点
の
汁
も
の

で
す
。
給
食
で
も
毎
年
お
く
ん
ち

祭
り
の
ご
ち
そ
う
と
し
て
、
人
吉

球
磨
の
郷
土
料
理
で
あ
る「
赤
飯
・

つ
ぼ
ん
汁
・
ア
ユ
料
理
」
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
い
つ
も
の
塩
焼
き
と

ち
ょ
っ
と
違
っ
て
、
ア
ユ
を
柚
子

味
噌
田
楽
に
し
て
み
ま
し
た
。
こ

の
料
理
は
、
今
年
の
全
国
学
校
給

食
甲
子
園
の
熊
本
県
代
表
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
柚
子
味
噌
の
香

ば
し
い
香
り
が
食
欲
を
そ
そ
ら
せ

る
一
品
で
す
。

アユの柚子味噌田楽

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

①アユに塩少々をふっておく。②柚子味噌・本みりん・酒を合わせ火に

かけ、よく練っておく。③アユを焼き、火が通ったら❷を広げて塗り、サッ

とあぶれば出来上がり。

アユ（80g くらい・4匹）／塩（少々）／柚子味噌（大さじ 2）／本み

りん（小さじ 2）／酒（小さじ 2）

【材　料】
（4人分）

【作り方】

レシピ

10 月８日の給食メニュー
・赤飯
・つぼん汁
・鮎の柚子味噌田楽
・牛乳
中学生＝７４１kcal
小学生＝６０４kcal

給食センターでは、普段子
どもたちが食べている給食
の試食ができます。（有料）
詳しくは給食センター
（☎２３‒５０５２）まで


